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都
城
が
誇
る

伝
統
的
工
芸
品

宮
崎
ロ
ク
ロ
工
芸
品

ロ
ク
ロ
工
芸
品
は
、
原
木
選
び
に
始

ま
り
、
荒
削
り
を
経
て
乾
燥
に
か
け

「
ま
が
り
」
と
い
う
工
具
を
使
っ
て
仕

上
げ
ま
す
。

こ
の
工
具
は

使
い
手
自
ら

が
鍛
冶
を
打

ち
、
手
に
合

う
も
の
を
作

る
特
殊
な
物

で
す
。

材
料
の
選

別
か
ら
製
材

や
乾
燥
、
仕
上
げ
、
塗
り
の
工
程
、
そ

し
て
ま
が
り
の
製
造
ま
で
、
幅
広
い
技

術
が
必
要
と
さ
れ
る
ロ
ク
ロ
工
芸
。
昭

和
60
年
に
、
宮
崎
県
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

木
目
の
美
し
さ
を
最
大
限
に
生
か
し

た
木
肌
の
温
も
り
を
伝
え
る
製
品
は
、

全
国
の
愛
好
者
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

近
年
は
、
木
目
を
生
か
し
た
皿
や
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
新
た
な
製
品
も
生
み

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
場
大
島
紬

本
場
大
島
紬
は
、
戦
時
中
、
奄
美
大

島
か
ら
本
市
に
疎
開
し
て
来
た
人
々
が

手
掛
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。製
造
は
、

意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）
や
締
め
、
染
め
、

織
り
の
順
番
で
行
わ
れ
、
機
械
を
一
切

使
わ
ず
に
、
全
て
熟
練
し
た
職
人
の
手

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

奄
美
大
島
特
産
の
泥
染
大
島
だ
け
で

は
な
く
、
白
を
基
調
と
し
た
精
巧
な
模

様
の
白
大
島
や
、
梅
な
ど
の
草
木
を
染

料
と
し
て
用
い
た
味
わ
い
深
い
色
調
を

も
つ
草
木
染
大
島
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
駒
糸
を
使
用
し
た
清
涼
感
あ

ふ
れ
る
最
高
級
の
夏
大
島
な
ど
、
秀
逸

品
と
評
価
を
得
て
い
る
本
場
大
島
紬
。

昭
和
50
年
に

鹿
児
島
県
の

産
地
と
と
も

に
国
の
伝
統

的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
ま

し
た
。

さ
つ
ま
絣

さ
つ
ま
絣
は
、
日
本
で
最
高
の
綿
織

物
と
い
わ
れ
て
い
て
、
木
綿
特
有
の
柔

ら
か
さ
や
温
か
さ
に
加
え
、
他
の
綿
絣

に
は
見
ら
れ
な
い
柄
の
精
巧
さ
が
特
色

で
す
。
細
い
綿
糸
を
使
い
、
織
締
め
法

と
い
う
大
島
紬
と
ほ
ぼ
同
じ
工
程
で
製

造
。木
製
の
締
め
機は

た

に
経た

て

糸い
と

を
か
け
、絣

糸
を
横
か
ら
打
ち
込
み
、 

縦
の
上
下
糸

で
固
く
締
め
付
け
た
後
、
藍あ

い

瓶が
め

に
漬
け

て
染
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
糸
で

締
め
た
と
こ
ろ
は
絣
と
な
り
、
締
め
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
無
地
に
な
り
ま
す
。

数
十
回
の
染
め
と
乾
燥
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
深
み
の
あ
る
濃
い
藍
色
が
生
み

出
さ
れ
ま
す
。

さ
つ
ま
絣
は
、織
る
た
び
に
、糸
の
一

本
一
本
を
針
で
調
整
す
る
こ
と
で
、
細

か
な
模
様
が
固
く
か
み
合
い
、
絹
の
よ

う
な
艶
や
手
触
り
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
59
年
に
宮
崎
県
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
に
は
、
市
内
の
豊
富
な
木
材
を
利
用
し
た
ロ
ク
ロ
工
芸
品
や
竹
弓
・
木
刀
な
ど

の
伝
統
的
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
土
の
素
朴
さ
を
伝
え
る
手
織
り
の
大お

お

島し
ま

紬つ
む
ぎ

や
さ
つ
ま
絣が
す
り

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
国
や
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て

い
る
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

☎
23

－

２
６
１
５
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楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
っ
て
何
？

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
地
域
の

子
ど
も
会
で
良
き
相
談
相
手
や
話
し
相

手
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

活
動
計
画
を
立
て
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
実
技
指
導
を
し
た
り
し
ま
す
。

本
市
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
蒲た

ん
ぽ
ぽ

公
英
が
あ
り
、
現
在
21
人
の
メ

ン
バ
ー
が
子
ど
も
会
活
動
に
参
加
す
る

小
・
中
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

子
ど
も
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
す
る
子
ど

も
会
の
「
十
五
夜
ま
つ
り
」
や
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」、「
６
年
生
を
送
る
会
」
な

ど
の
行
事
で
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

計
画
な
ど
を
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

学
年
・
学
級
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

各
学
校
で
実
施
し
て
い
る
学
年
・
学

級
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
な

ど
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
サ
ポ
ー
ト

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
計
画
や

準
備
な
ど
全
て
に
関
わ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
た
り
し
て

い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教
室

市
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の

心
得
や
野
外
研

修
の
進
め
方
な

ど
を
学
ぶ
講
座

や
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ

る
人
は
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

11
月
〜
平
成
27
年
３
月

※
月
に
２
回
程
度
、
土
曜
日
に
開
催

●
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

●
対
象　

市
内
の
小
学
６
年
生
〜

　
　
　
　

中
学
３
年
生

今
年
も
開
催
!!

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
が
子
ど
も

実
行
委
員
と
な
っ
て
企
画
す
る
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
や
大
人
た
ち
が
子
ど
も
実
行
委
員

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　

●
日
時　

10
月
19
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺

●
主
な
内
容　

子
ど
も
た
ち
が
お
ば
け

役
に
な
る
本
格
的
な
「
お
化
け
屋
敷
」

（
当
日
、
整
理
券
を
配
布
）、
ボ
ウ
リ
ン

グ
や
輪
投
げ
、
的
当
て
な
ど
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

板
を
使
っ
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
る
工

作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

中
学
生
や
高
校
生
が
、自
分
た
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
考
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
、

子
ど
も
会
を
盛
り
上
げ
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
。
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
経
験
が
で
き
る
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ジュニア・リーダークラブ蒲公英

会長　吹
ふき

上
あげ

　由
ゆう
（志和池）

都城工業高等専門学校1年

兄と姉もジュニア・リ
ーダーで活動していた影
響で、私も小学 6年生か
ら参加しています。小学

生のころ極度の人見知りだった私は、人前で
話すこともできず、コミュニケーションをう
まく取ることができませんでした。ジュニ
ア・リーダーになったことで、他校の生徒や
OB、大人の人と接することが増え、自然と
人見知りだった性格も直り、自分が変わった
ことを実感しています。悩みや困ったことが
あっても、このクラブの仲間が支えてくれる
ので安心して活動ができます。
私のように、自分を変えたい人、また
子どもが好きな人、友だちを作りたい人
など、ぜひ、参加してみませんか。



82014.10

第
9
回 

都
城
市
環
境
ま
つ
り

ガソリン
スタンド

葬祭場

←山田

↓都城市街

高城国道10号→

リサイクル
プラザ

さいせい館

都城市立
志和池小学校

志和池
郵便局

1000m

200m 案内
標示

221

↑
小
林・高
崎

楽
し
く
学
ん
で
資
源
を
有
効
活
用
！

紙
す
き
体
験
（
無
料
）

牛
乳
パ
ッ
ク
で
は
が
き
を
製
作
。

●
時
間　

10
時
〜
12
時

ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ
親
子
製
作
教
室

太
陽
光
で
動
く
バ
ッ
タ
を
作
り

ま
す
。
製
作
後
、
相
撲

大
会
を
行
い
ま
す
。

●
時
間　

13
時
〜
15
時

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
対
象
・
定
員　

小
学
生

　

の
親
子
30
組

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要（
申
し
込
み
順
）

森
の
お
も
ち
ゃ
作
り
（
無
料
）

ど
ん
ぐ
り
な
ど
を
使
っ
た
工
作
教
室
。

●
時
間　

13
時
〜
15
時

廃
材
で
木
製
は
が
き
を
作
ろ
う

木
製
の
は
が
き

で
大
切
な
人
に
手

紙
を
送
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
時
間　

10
時
〜
16
時

●
参
加
費　

１
５
０
円

親
子
で
学
ぶ
電
気
の
話
と

小
物
作
り
（
無
料
）

地
球
と
家
計
に
や
さ
し
い
節
電
講
座

と
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
小
物

入
れ
や
、
新
聞
紙
を
再
利
用
し
た
エ
コ

バ
ッ
グ
な
ど
を
作
り
ま
す
。

●
時
間　

13
時
〜
15
時

※
事
前
申
し
込
み

　

が
必
要

配
布
・
交
換
・
回
収
コ
ー
ナ
ー

い
ず
れ
も
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

・
緑
化
木
や
手
作
り
堆
肥
の
無
料
配
布

・
つ
ぶ
し
た
状
態
の
ア
ル
ミ
缶
（
市
の

指
定
ご
み
袋
大
１
袋
）
を
ド
レ
ス
タ

オ
ル
と
交
換

・
廃
食
油
（
１
㍑
）
を
花
や
野
菜
の
苗

な
ど
と
交
換

・
霧
島
酒
造
の
焼
酎
紙
パ
ッ
ク
５
枚
を

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
と
交
換

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

環
境
の
叫
び
「
大
声
大
会
」（
小
学
生
）

そ
の
他

古
本
を
一
冊
10
円
で
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
手
作
り
そ
ば
や
ケ
ー
キ
な
ど
の

飲
食
店
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
自

転
車
を
再
生
し
、
希
望
者
に
抽
選
販

売
し
ま
す
。
配
達
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
販
売
品
目　

家
具
類
全
般
、
自
転

車
（
子
供
用
あ
り
）、
生
活
雑
貨

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

●
応
募
資
格　

都
城
市
ま
た
は
三
股

町
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法　

さ
い
せ
い
館
の
事
務

所
で
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
応
募
箱
へ

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は

不
可
。
１
人
当
た
り
家
具
、
自
転
車

各
１
点
の
み
。（
重
複
無
効
）

●
応
募
期
間　

10
月
12
日
㈰
〜
10
月

25
日
㈯
（
環
境
ま
つ
り
当
日
）
12
時

※
10
月
14
日
㈫
と
19
日
㈰
、
21
日
㈫

は
休
館

●
抽
選
方
法　

10
月
25
日
㈯　

14
時

環
境
ま
つ
り
会
場
で
抽
選
発
表

※
発
表
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

当
選
無
効
。
応
募
半
券
が
あ
れ
ば

代
理
で
も
可

●
問
い
合
わ
せ　

　

さ
い
せ
い
館　

☎
36

－

３
９
０
０

環
境
に
ち
な
ん
だ
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抽
選
販
売
な
ど
、
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

●
日
時　

10
月
25
日
㈯　

10
時
〜
16
時　

雨
天
決
行

●
場
所　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
さ
い
せ
い
館
」（
下
水
流
町
）

騒
音
測
定
器
を
使
っ
た
大
声
大
会
を

行
い
ま
す
。
※
先
着
10
人

巨
大
段
ボ
ー
ル
迷
路

５
㍍
四
方
の
段
ボ
ー
ル
迷
路
が
出
現
。

環
境
○
×
ク
イ
ズ
（
小
学
生
）

身
近
な
環
境
に
関
す
る
ク
イ
ズ
。
素

敵
な
景
品
を
も
ら
お
う
。

展
示
・
そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー

井
戸
水
の
硝
酸
態
窒
素
無
料
検
査

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
５
０
０
㍉
㍑
以
下
）

に
井
戸
水
を
入
れ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人

環
境
対
応
車
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
小
型
風
力
発
電
機
の
展
示

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
や
電
気
自
動

車
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
展
示
し

ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
病
院

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理
し

ま
す
。（
一
部
、材
料
費
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。）
当
日
修
理
で
き
な
い

も
の
は
、
後
日
引
き
渡
し
。

※
ゲ
ー
ム
機
器
は
対
象
外

会場案内図
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
予
防
接
種

感
染
症
予
防
接
種

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

10
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
予
防
接
種
が
、
定
期
の
予
防

接
種
に
な
り
ま
す
。
こ
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
、
一
部
の
肺
炎
の
発
症

や
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今

ま
で
に
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
、
医

療
機
関
へ
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象

・
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、

90
、
95
、
１
０
０
歳
に
な
る
人

・
平
成
26
年
３
月
31
日
に
お
い
て

１
０
０
歳
以
上
の
人

・
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機

能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

●
本
人
負
担
額

　

２
、５
０
０
円

※
対
象
者
で
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
が

あ
れ
ば
無
料

医 療 機 関 名 電話番号

市　内

あきづき医院 36-0534

あきと内科胃腸科 46-5500

有川医院 24-6677

有馬医院 23-2610

安藤胃腸科外科医院 39-2226

いづみ内科医院 22-7111

宇宿医院 25-9031

鵜木循環器科内科医院 26-0008

おおくぼクリニック 26-1500

大橋クリニック 37-0539

柏村内科 22-2616

仮屋医院 36-0521

仮屋外科胃腸科医院 25-7712

川畑医院 46-3225

共立医院 22-0213

久保原田中医院 22-7700

黒松病院 38-1120

ケイオークリニック 46-4500

小牧病院 24-1212

坂元医院 22-0360

三州病院 22-0230

しげひらクリニック 27-5555

庄内医院 37-0522

城南病院 23-2844

城南クリニック 26-3662

瀬ノ口医院 25-5155

瀬ノ口内科放射線科医院 25-7780

園田光正内科医院 38-5115

たかお浜田医院 22-8818

医 療 機 関 名 電話番号

田口循環器科内科クリニック 24-0600

伊達クリニック 36-7088

どいクリニック 22-1825

とくとめクリニック 26-1820

戸嶋病院 22-1437

都北鮫島クリニック 38-6060

冨田医院 23-4586

ながはま整形外科 46-7188

西浦病院 25-1119

野口脳神経外科 47-1800

野辺医院 22-0153

浜田医院 22-1151

はまだクリニック 45-2266

早水公園クリニック 36-6117

速見泌尿器科医院 24-8344

原田医院 26-3330

福島外科胃腸科医院 38-1633

ふくしまクリニック 46-5001

藤元上町病院 23-4000

藤元総合病院 25-1313

藤元病院 25-1315

ベテスダクリニック 22-1700

豊栄クリニック 39-2525

松山医院 24-1046

マドコロ外科医院 22-0138

丸田病院 23-7060

三嶋内科 24-7171

都城フォレスト・
クリニック脳神経外科

80-4313

宮永病院 22-2015

医 療 機 関 名 電話番号

宗正病院 22-4380

村上循環器内科クリニック 25-2700

メディカルシティ東部病院 22-2240

森山脳神経外科 21-6888

森山内科・脳神経外科 21-5000

柳田病院 22-4850

柳田クリニック 22-4862

よしかわクリニック 23-9384

吉松病院 25-1500

西岳診療所 33-1510

大岐医院 57-2025

志々目医院 57-2004

政所医院 58-2171

吉見病院 58-2335

吉見クリニック 58-5633

海老原内科 64-1211

山路医院 64-3133

教山内科医院 62-1205

佐々木医院 62-1103

隅病院 62-1100

三股町

一心外科医院 52-7788

坂田医院 51-2003

大悟病院 52-5800

田中隆内科 52-0301

とまり内科外科胃腸科医院 52-1135

長倉医院 52-2109

畠中小児科医院 52-6000

みしま内科クリニック 51-8100

山下医院 52-1348

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種実施医療機関一覧表
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●
会
期

11
月
１
日
㈯
〜
12
月
14
日
㈰

9
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま

で
）

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

●
会
場　

都
城
市
立
美
術
館

●
出
品
予
定
作
家

鱸
利
彦
、
藤
島
武
二
、
岡
田
三
郎
助
、

和
田
英
作
、
高
岡
徳
太
郎
ほ
か

●
入
館
料

一
般
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０

円
）

小
・
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
前
売
り
、
団
体
な
ど

の
割
引
料
金
。
前
売
り
券
の
販
売

所
は
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

※
11
月
３
日
㈪
（
文
化
の
日
）
は
無

料
、
11
月
16
日
㈰
（
家
庭
の
日
）

は
高
校
生
以
下
同
伴
家
族
無
料

関
連
事
業

11
月
９
日
㈰
・
23
日
㈰
、
12
月
７

日
㈰
は
、
14
時
か
ら
学
芸
員
が
作
品

を
解
説
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

作
品
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た

小
中
学
生
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

東京阿佐ヶ谷のアトリエ
での鱸利彦

「伊
イ タ リ ア

太利婦人像」1931年
宮崎県立美術館所蔵

「
鱸
利
彦　

生
誕
１
２
０
年
展
」

〜
知
ら
れ
ざ
る
宮
崎
の
才
能
〜

都
城
市
立
美
術
館　

特
別
展

宮
崎
で
育
っ
た
鱸す
ず
き

利と
し

彦ひ
こ

（
１
８
９
４
〜
１
９
９
３
）
は
、
生
涯
自
ら
の
写
実
表
現
を
追
い
求
め
た
洋
画
家
で
す
。

本
展
で
は
平
成
24
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
、
師
で
あ
る
藤ふ

じ

島し
ま

武た
け

二じ

の
作
品
や
、
髙
島
屋
図
案
部
在
籍
時
代
の
資
料
な
ど

約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
優
れ
た
作
品
の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

宮
崎
を
愛
し
た
画
家　

鱸
利
彦

鱸
利
彦
は
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）

千
葉
県
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
宮
崎
に

移
り
住
み
ま
し
た
。
旧
制
宮
崎
中
学
校

（
現
在
の
大
宮
高
等
学
校
）
在
学
中
に

絵
画
の
世
界
に
触
れ
る
と
、
そ
の
才
能

を
当
時
の
有
吉
忠ち

ゅ
う

一い
ち

宮
崎
県
知
事
に
見

出
さ
れ
ま
す
。

卒
業
後
、
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科

に
進
み
、
藤
島
武
二
や
和
田
英
作
ら
の

下
で
指
導
を
受
け
、
文
部
省
美
術
展
覧

会
や
帝
国
美
術
院
展
覧
会
で
入
選
し
、

20
代
で
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
正
７
年
か
ら
昭
和
19
年
ま
で
は
髙

島
屋
図
案
部
に
勤
務
。
衣
装
の
デ
ザ
イ

ン
に
携
わ
り
ま
し
た
。
戦
後
は
、
二
科

会
や
一
陽
会
な
ど
の
美
術
団
体
に
参
加

し
、
活
動
の
場
を
広
げ
ま
し
た
。

晩
年
ま
で
故
郷
を
愛
し
、
宮
崎
の
風
景

を
作
品
に
多
く
取
り
入
れ
、
平
成
２
年
に

は
宮
崎
県
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
直す

ぐ
な
る
美
し
さ
」
を
求
め
て

師
で
あ
っ
た
洋
画
家
・
藤
島
武
二
は
、

鱸
に
「
絵
は
単
な
る
写
生
で
は
で
き
な

い
」
と
教
え
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
鱸

の
生
涯
の
指
針
と
な
り
、
真
に
迫
る
人

物
画
や
装
飾
的
な
風
景
画
ま
で
、
幅
広

い
画
風
を
探
求
す
る
原
点
と
な
り
ま
し

た
。
人
生
を
通
じ
て
写
実
表
現
に
こ
だ

わ
り
続
け
た
鱸
。
誇
張
や
い
つ
わ
り
の

な
い
「
直
ぐ
な
る
美
し
さ
」
を
求
め
て

描
か
れ
た
作
品
は
、
雄
大
な
自
然
の
表

情
と
澄
ん
だ
光
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

「波」1977年頃
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Hi!Hi!
EveryoneEveryone

見
ど
こ
ろ
〜
金き
ん

襴ら
ん

手で

薩さ
つ

摩ま

〜

薩
摩
焼
の
一
種
で
、
色
絵
陶
磁
器
に

金き
ん

彩さ
い

を
焼
き
付
け
る
装
飾
技
法
を
用
い

た
逸
品
。
皿
の
内
面
全
面
に
東
海
道

五
十
三
次
の

沼
津
が
描
か

れ
て
い
て
、

高こ
う

台だ
い

裏
に
は

「
薩
摩
玉
山
」

の
銘
が
あ
り

ま
す
。

都
城
歴
史
資
料
館
は
、
平
成
元
年
10
月

に
開
館
し
、
今
年
で
25
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
県
や
市
指

定
の
有
形
文
化
財
を
は
じ
め
、
と
っ
て

お
き
の
収
蔵
資
料
を
展
示
。
都
城
の
歴

史
や
文
化
遺
産
を
深
く
味
わ
い
、
郷
土

へ
の
愛
着
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

記
念
企
画
展
の
概
要

●
会
期　

９
月
19
日
㈮
〜
平
成
27
年
1

月
12
日
㈪

※
月
曜
日
は
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

●
会
場　

都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
、
市
内
の
小
中
学
生

は
無
料
。
毎
月
第
３
土
曜
日
は
、「
家

庭
の
日
優
待
券
」
持
参
で
家
族
全
員

無
料

市
で
は
、
11
人
の
外
国
語
指
導
助
手

（
A
L
T
）
が
、
小
・
中
学
校
で
英
語
力

の
向
上
と
国
際
感
覚
の
向
上
に
つ
な
が

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課　

☎
23

－

９
５
４
４

A
L
T
は
「
生
き
た
辞
書
」

小
学
校
で
は

５
・
６
年
生
、

中
学
校
で
は
全

学
年
の
授
業

で
、
日
本
人
教

師
と
一
緒
に
英

語
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
、
発
音
や
ア
ク
セ
ン
ト
を

児
童
・
生
徒
に
聞
か
せ
て
習
得
さ
せ
ま

す
。
中
学
校
で
は
、
英
語
暗
唱
・
弁

論
大
会
に
出
場
す
る
生
徒
の
原
稿
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
発
表
の
仕
方
な
ど

を
指
導
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
が
実
を
結
び
、
全
国
大
会
で
好
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

外
国
気
分
を
身
近
に
感
じ
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
授
業
で
自
国
の
文
化
の
話

を
し
た
り
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ
な
が

ら
、母
国
の
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
外
国
の
文
化
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
城
歴
史
資
料
館
開
館
25
周
年
記
念
企
画
展

歴
史
を
語
る
資
料
た
ち

芸術・文化の秋
文化施設を回遊してみませんか。

会期中に、次の展覧会の半券を提示すると、団
体料金で入館できます。
都城市立美術館　特別展「鱸

すずき

利彦生誕120年展」
　会期　11月 1 日㈯～ 12月14日㈰
都城島津邸　企画展「都城の対外交流と唐人町」
　会期　10月 5 日㈰まで
　特別展「島津と北郷の時代　－鎌倉・南北朝期
　の南九州－」（10月11日㈯～ 11月30日㈰）

―
と
っ
て
お
き
の
収
蔵
品
―

アレックス・
ベガバーンズさん
（アメリカ出身・中学校担当）

スペンサー・
コアさん
（イギリス出身・小学校担当）

ルーク・
ニックリンさん
（イギリス出身・小学校担当）

今年度の新ALTです。
よろしくお願いします


